
平成２９年度 第１回 平塚市美術館協議会 会議録 
 
■開催日時  平成２９年８月１８日(金) １３時３０分～１４時３５分 
■開催場所  平塚市美術館 研修室 
■出席者    委 員  水沢勉、吉村維元、瀬高真一郎、栗木雄剛、内田尚子、岩崎由紀子、 

青木智明 
事務局  吉野教育長、高橋社会教育部長、草薙館長、平井副館長、土方館長代理、 

             近藤担当長、勝山学芸員、江口学芸員、家田学芸員 
■傍聴者   なし 
■会議の概要 

  １ 開会   
  ２ 委嘱状の交付 

３ 教育長あいさつ 
  ４ 委員紹介 
  ５ 職員紹介 
  ６ 平塚市美術館協議会について 

７ 議題 
    （１）正・副会長の選出について 

 （２）平成２９年度事業について 
        これまでの事業報告（事務局から説明） 
          ○作品 ○展覧会 ○教育普及 ○その他の事業 ○施設利用者等の統計 

    今後の事業予定 (事務局から説明) 
         ○展覧会 ○教育普及 ○その他の事業 

（３）その他     
  ８ 閉会  
 
■委嘱状の交付 
  教育長から委嘱状の交付を行いました。 
 
■教育長あいさつ 

 委員の皆様には、お忙しい立場でありながら、美術館協議会委員をお引き受けいただき感謝申し上

げます。 
美術館では、春に開催しました「リアルのゆくえ展」を、ＮＨＫの日曜美術館やテレビ東京の美の

巨人たちで放映していただき、全国各地から多くの方にご覧いただきました。 
 委員の皆様には、美術館の事業や運営など貴重な御意見や御助言をいただければ幸いです。 
どうぞ２年間よろしくお願い申し上げます。 

 
 



■平塚市美術館協議会について 
「博物館法」「平塚市美術館の設置及び管理等に関する条例」「平塚市美術館の設置及び管理等に関

する条例施行規則」に基づき、平塚市美術館協議会を開催する主旨を事務局から説明。 
 
■議題及び質疑 
（１）正・副会長の選出について 
    「平塚市美術館の設置及び管理等に関する条例施行規則」に基づき、会長・副会長を置き、委

員の互選によることを事務局から説明。 
    会長に水沢勉委員、副会長に吉村維元委員を全員一致で承認。 
 
（２）平成２９年度事業について これまでの事業報告 
 ◆上期の展覧会事業、教育普及事業について、内容・会期・関連事業等を事務局から説明。 

◆その他の事業、施設利用者等の統計、施設の管理や防災訓練等の内容等を事務局から説明。 
 
◆展覧会事業について 
会 長   「リアルのゆくえ展」の評判がよかった。美術館としての評価について伺いたい。 
事務局   市としてシティプロモーションに力を入れている。文教施設としての充実が市として頑 

張っているというアピールにつながった。 
会 長   以前は２つの展覧会の会期がずれていたが、「リアルのゆくえ展」と「浮世絵展」の会期

を同じにしたのは、何故か。 
事務局   企画展開催時に、もう一つの企画展を観覧出来るように同時会期とした。 
 
◆教育普及事業について 
委 員   対話による美術鑑賞を美術館の画像データを借りて大野中学校で実施した。 

中学校は授業の中で美術館に連れて行くのは難しい。画像データを借りれば美術授業の

幅が広がることが出来る。１０月に横内中学校や太洋中学校で実施する予定。 
事務局   対話による美術鑑賞教育を育てたい。コレクションを活用して小中学生に授業で活用出

来るように取り組んでいる。 
 
◆施設利用者等の統計について 
委 員   観覧者が５月と６月に多いのは何故か。 
事務局   ５月と６月は企画展を開催したからである。４月は展覧会の準備で展覧会を開催してい

ない日もあった。 
   美術館の使命は、所蔵品を展示して普及させることであるが、全国的に企画展の開催が

恒常的になっている。来館者は企画展をメインに美術館を訪れる。 
平塚でも企画展を年に５回ないし６回開催し、企画展と特集展で観覧者の開きが出てく 

る。 
 



平成２９年度の今後の事業予定について  
◆下半期の展覧会事業の内容・会期・関連事業等、教育普及事業の主なワークショップの内容等を事

務局から説明。 
◆その他の事業の内容等を事務局から説明。 
 
◆展覧会事業について 
委 員   キャプション等を表示しない「なんだろう展」は、初めての企画なのか。他館でも開催

した実例はあるか。 
事務局   初めての企画です。茨城などの美術館で、いろいろな切り口で所蔵品を活用した展覧会

を開催したことがある。開催したことのある各館の展覧会をお手本に開催する。 
会 長   種明かしをするのか。 
事務局   キャプションは見えないようにつけ、種明かしは受付で配布する。 
 
◆教育普及事業について 
会 長   濱田樹里展のワークショップの内容について、伺いたい。 
事務局   岩絵具や砂子など美術館にある材料を利用して、箔を張ったり、書いたりする内容で実

施する。 
 

◆その他の事業について 
委 員   ミュージアムコンサートは、企画展の内容と関連して開催しているのか。 
事務局   美術館に少しでも多くの観覧者に来てもらうために、所蔵品を活用した特集展の会期に

開催している。 
会 長   ミュージアムコンサートは、今までに何回開催したか。    
事務局   今までに、２０回開催している。 
 

（３）その他 
委 員   図書コーナーに新刊があるとよいが、対応は可能か。 
事務局   新刊を購入するのは、なかなか厳しい状況である。 

 


